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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月11日(2017.4.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　サービングセル内で接続モードにある間に、間欠受信（ＤＲＸ）状態に入ることと、
　前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルにおける前記サービングセ
ルに対する少なくとも信号品質を示す１つまたは複数のファクタに基づいて、前記サービ
ングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの探索および測定をどのくらいの頻度で
実行すべきかを決定することと
を備える、方法。
【請求項２】
　決定したのと同じ頻度で前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの
探索および測定を実行することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数のファクタが、
　前記サービングセルの基準信号の受信に関係するメトリック、前記サービングセルの信
号対雑音比（ＳＮＲ）、測定イベントに入るための条件の満足、または前記サービングセ
ル中のダウンリンク（ＤＬ）チャネルの復号失敗の発生
のうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記決定することは、前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状
態のうちの１つにあるかどうかを決定することを備え、
　各状態が、前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの探索を実行す
るための対応する周期性と、前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセル
の測定を実行するための対応する周期性とを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の状態の各々について前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣する
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セルの探索および測定を実行するための周期性は、探索および測定が次の状態ごとにより
高い頻度で実行されるようなものである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状態のうちの１つにある
かどうかを決定することは、
　前記サービングセルの基準信号の受信に関係するメトリックが第１のしきい値よりも小
さいか、前記サービングセルの信号対雑音比（ＳＮＲ）が第２のしきい値よりも小さいか
、第１の測定イベントに入るための条件の満足が生じるか、または前記サービングセル中
のダウンリンク（ＤＬ）チャネルの復号失敗が生じるかのうちの少なくとも１つである場
合、前記ＵＥが第３の状態にあると決定することと、
　前記サービングセルの前記基準信号の受信に関係する前記メトリックが第３のしきい値
よりも小さいか、前記サービングセルの前記ＳＮＲが第４のしきい値よりも小さいか、ま
たは第２の測定イベントに入るための条件の満足が生じるかのうちの少なくとも１つであ
る場合、前記ＵＥが第２の状態にあると決定することと、
　前記ＵＥが前記第２の状態または前記第３の状態のいずれかにあると決定されない場合
、前記ＵＥが第１の状態にあると決定することと
を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のサービング周波数を１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）として構成すること
と、
　第２のサービング周波数を２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）として構成すること
と、
　１つまたは複数のサービングセル内で接続モードにある間に、間欠受信（ＤＲＸ）状態
に入ることと、
　測定トリガリングイベントが前記ＳＣＣ上で構成されるかどうかに基づいて、前記１つ
または複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの前記第２のサービ
ング周波数上での探索および測定をどのくらいの頻度で実行すべきかを決定することと
を備える、方法。
【請求項８】
　決定したのと同じ頻度で前記１つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的
に近隣するセルの前記第２のサービング周波数上での探索および測定を実行することをさ
らに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記決定することは、サービングセルが１つまたは複数のＳＣＣ上でアクティブにされ
るかどうかにさらに基づく、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記決定することが、
　１次セル（ＰＣｅｌｌ）の基準信号の前記第１のサービング周波数上での受信に関係す
るメトリック、前記ＰＣｅｌｌの信号対雑音比（ＳＮＲ）、測定イベントに入るための条
件の満足、または前記ＰＣｅｌｌ上のダウンリンク（ＤＬ）チャネルの復号失敗の発生の
うちの少なくとも１つを備える１つまたは複数のファクタにさらに基づく、請求項９に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記決定することは、前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状
態のうちの１つにあるかどうかを決定することを備え、
　各状態が、前記１つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセ
ルの前記第２のサービング周波数上での探索を実行するための対応する周期性と、前記１
つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの前記第２のサー
ビング周波数上での測定を実行するための対応する周期性とのうちの少なくとも１つを有
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し、ここにおいて、前記第２のサービング周波数上での前記測定が、次の状態ごとにより
高い頻度で実行される、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のファクタが、
　　前記ＰＣｅｌｌの基準信号の前記第１のサービング周波数上での受信に関係するメト
リック、前記ＰＣｅｌｌの信号対雑音比（ＳＮＲ）、第１の測定イベントに入るための条
件の満足、または前記ＰＣｅｌｌ上のダウンリンク（ＤＬ）チャネルの復号失敗の発生の
うちの少なくとも１つをさらに備え、
　前記１つまたは複数のファクタが、
　　ＳＣｅｌｌの基準信号の前記第２のサービング周波数上での受信に関係するメトリッ
ク、ＳＣｅｌｌの信号対雑音比（ＳＮＲ）、または第２の測定イベントに入るための条件
の満足
のうちの少なくとも１つをさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　　サービングセル内で接続モードにある間に、間欠受信（ＤＲＸ）状態に入ることと、
　　前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルにおける前記サービング
セルに対する信号品質を示す１つまたは複数のファクタに基づいて、前記サービングセル
に近隣するまたは潜在的に近隣するセルの探索および測定をどのくらいの頻度で実行すべ
きかを決定することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　前記プロセッサが、決定したのと同じ頻度で前記サービングセルに近隣するまたは潜在
的に近隣するセルの探索および測定を実行するようにさらに構成された、請求項１３に記
載の装置。
【請求項１５】
　　第１のサービング周波数を１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）として構成するこ
とと、
　　第２のサービング周波数を２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）として構成するこ
とと、
　　１つまたは複数のサービングセル内で接続モードにある間に、間欠受信（ＤＲＸ）状
態に入ることと、
　　測定トリガリングイベントが前記ＳＣＣ上で構成されるかどうかに基づいて、前記１
つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの前記第２のサー
ビング周波数上での探索および測定をどのくらいの頻度で実行すべきかを決定することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１６】
　前記プロセッサが、決定したのと同じ頻度で前記１つまたは複数のサービングセルに近
隣するまたは潜在的に近隣するセルの前記第２のサービング周波数上での探索および測定
を実行するようにさらに構成された、請求項１５に記載の装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　[0116]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるようにする
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ために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らか
であり、本明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請
求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに
矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記さ
れていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味
するものである。別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語は１つまたは複
数を指す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたっ
て説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明細
書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細書に開
示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかど
うかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「た
めの手段」という句を使用して明示的に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンク
ションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　サービングセル内で接続モードにある間に、間欠受信（ＤＲＸ）状態に入ることと、
　前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルにおける前記サービングセ
ルに対する少なくとも信号品質を示す１つまたは複数のファクタに基づいて、前記サービ
ングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの探索および測定をどのくらいの頻度で
実行すべきかを決定することと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　決定されるたびに前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの探索お
よび測定を実行することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記１つまたは複数のファクタが、
　前記サービングセルの基準信号の受信に関係するメトリック、前記サービングセルの信
号対雑音比（ＳＮＲ）、測定イベントに入るための条件の満足、または前記サービングセ
ル中のダウンリンク（ＤＬ）チャネルの復号失敗の発生
のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記決定することは、前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状
態のうちの１つにあるかどうかを決定することを備え、
　各状態が、前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの探索を実行す
るための対応する周期性と、前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセル
の測定を実行するための対応する周期性とを有する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　第１の状態の周期性が、前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの
探索および測定をどのくらいの頻度で実行すべきかについての最小定義要件に対応する、
Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記複数の状態が少なくとも第１および第２の状態を備え、
　前記第１および第２の状態の各々について前記サービングセルに近隣するまたは潜在的
に近隣するセルの探索および測定を実行するための周期性は、探索および測定が前記第１
の状態についてよりも前記第２の状態について高い頻度で実行されるようなものである、
Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記複数の状態が少なくとも第１、第２、および第３の状態を備え、
　前記第１、第２、および第３の状態の各々について前記サービングセルに近隣するまた
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は潜在的に近隣するセルの探索および測定を実行するための周期性は、探索および測定が
、前記第１の状態についてよりも前記第２の状態について高い頻度で実行され、前記第２
の状態についてよりも前記第３の状態について高い頻度で実行されるようなものである、
Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状態のうちの１つにある
かどうかを決定することは、
　前記サービングセルの基準信号の受信に関係するメトリックが第１のしきい値よりも小
さいか、前記サービングセルの信号対雑音比（ＳＮＲ）が第２のしきい値よりも小さいか
、第１の測定イベントに入るための条件の満足が生じるか、または前記サービングセル中
のダウンリンク（ＤＬ）チャネルの復号失敗が生じるかのうちの少なくとも１つである場
合、前記ＵＥが前記第３の状態にあると決定すること
を備える、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状態のうちの１つにある
かどうかを決定することは、
　前記サービングセルの前記基準信号の受信に関係する前記メトリックが第３のしきい値
よりも小さいか、前記サービングセルの前記ＳＮＲが第４のしきい値よりも小さいか、ま
たは第２の測定イベントに入るための条件の満足が生じるかのうちの少なくとも１つであ
る場合、前記ＵＥが前記第２の状態にあると決定すること
をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状態のうちの１つにある
かどうかを決定することは、
　前記ＵＥが前記第２の状態または前記第３の状態のいずれかにあると決定されない場合
、前記ＵＥが前記第１の状態にあると決定すること
をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のサービング周波数を１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）として構成すること
と、
　第２のサービング周波数を２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）として構成すること
と、
　１つまたは複数のサービングセル内で接続モードにある間に、間欠受信（ＤＲＸ）状態
に入ることと、
　測定トリガリングイベントが前記ＳＣＣ上で構成されるかどうかに基づいて、前記１つ
または複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの前記第２のサービ
ング周波数上での探索および測定をどのくらいの頻度で実行すべきかを決定することと
を備える、方法。
［Ｃ１２］
　決定されるたびに前記１つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣
するセルの前記第２のサービング周波数上での探索および測定を実行することをさらに備
える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記決定することは、サービングセルが１つまたは複数のＳＣＣ上でアクティブにされ
たかどうかにさらに基づく、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記決定することが、
　１次セル（ＰＣｅｌｌ）の基準信号の前記第１のサービング周波数上での受信に関係す
るメトリック、前記ＰＣｅｌｌの信号対雑音比（ＳＮＲ）、測定イベントに入るための条
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件の満足、または前記ＰＣｅｌｌ上のダウンリンク（ＤＬ）チャネルの復号失敗の発生の
うちの少なくとも１つを備える１つまたは複数のファクタにさらに基づく、Ｃ１３に記載
の方法。
［Ｃ１５］
　前記決定することは、前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状
態のうちの１つにあるかどうかを決定することを備え、
　各状態が、前記１つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセ
ルの前記第２のサービング周波数上での探索を実行するための対応する周期性と、前記１
つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの前記第２のサー
ビング周波数上での測定を実行するための対応する周期性とのうちの少なくとも１つを有
する、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記複数の状態が少なくとも第１、第２、および第３の状態を備え、
　　前記第１、第２、および第３の状態の各々について前記第２のサービング周波数上で
の前記１つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの探索を
実行するための周期性は、前記第２のサービング周波数上での探索が、前記第１の状態に
ついてよりも前記第２の状態について高い頻度で実行され、前記第２の状態についてより
も前記第３の状態について高い頻度で実行されるようなものであるか、または
　　前記第１、第２、および第３の状態の各々について前記第２のサービング周波数上で
の前記１つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの測定を
実行するための周期性は、前記第２のサービング周波数上での測定が、前記第１の状態に
ついてよりも前記第２の状態について高い頻度で実行され、前記第２の状態についてより
も前記第３の状態について高い頻度で実行されるようなものであるか
　のうちの少なくとも１つである、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状態のうちの１つにある
かどうかを決定することは、
　前記ＰＣｅｌｌの基準信号の前記第１のサービング周波数上での受信に関係するメトリ
ックが第１のしきい値よりも小さいか、前記ＰＣｅｌｌの信号対雑音比（ＳＮＲ）が第２
のしきい値よりも小さいか、第１の測定イベントに入るための条件の満足が生じるか、ま
たは前記ＰＣｅｌｌ上のダウンリンク（ＤＬ）チャネルの復号失敗が生じるかのうちの少
なくとも１つである場合、前記ＵＥが前記第３の状態にあると決定すること
を備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状態のうちの１つにある
かどうかを決定することは、
　前記ＰＣｅｌｌの前記第１のサービング周波数上での前記基準信号の受信に関係する前
記メトリックが第３のしきい値よりも小さいか、前記ＰＣｅｌｌの前記ＳＮＲが第４のし
きい値よりも小さいか、または第２の測定イベントに入るための条件の満足が生じるかの
うちの少なくとも１つである場合、前記ＵＥが前記第２の状態にあると決定すること
をさらに備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状態のうちの１つにある
かどうかを決定することは、
　前記ＵＥが前記第２の状態または前記第３の状態のいずれかにあると決定されない場合
、前記ＵＥが前記第１の状態にあると決定すること
をさらに備える、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数のファクタが、
　　前記ＰＣｅｌｌの基準信号の前記第１のサービング周波数上での受信に関係するメト
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リック、前記ＰＣｅｌｌの信号対雑音比（ＳＮＲ）、第１の測定イベントに入るための条
件の満足、または前記ＰＣｅｌｌ上のダウンリンク（ＤＬ）チャネルの復号失敗の発生の
うちの少なくとも１つをさらに備え、
　前記１つまたは複数のファクタが、
　　ＳＣｅｌｌの基準信号の前記第２のサービング周波数上での受信に関係するメトリッ
ク、ＳＣｅｌｌの信号対雑音比（ＳＮＲ）、または第２の測定イベントに入るための条件
の満足
のうちの少なくとも１つをさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記決定することは、前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状
態のうちの１つにあるかどうかを決定することを備え、
　　各状態が、前記１つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣する
セルの前記第２のサービング周波数上での探索を実行するための対応する周期性を有する
か、または
　　各状態が、前記１つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣する
セルの前記第２のサービング周波数上での測定を実行するための対応する周期性を有する
か
　のうちの少なくとも１つである、Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記複数の状態が少なくとも第１および第２の状態を備え、
　　前記第１および第２の状態の各々について前記１つまたは複数のサービングセルに近
隣するまたは潜在的に近隣するセルの探索を実行するための周期性は、探索が前記第１の
状態についてよりも前記第２の状態について高い頻度で実行されるようなものであるか、
または
　　前記第１および第２の状態の各々について前記１つまたは複数のサービングセルに近
隣するまたは潜在的に近隣するセルの測定を実行するための周期性は、測定が前記第１の
状態についてよりも前記第２の状態について高い頻度で実行されるようなものであるか
　のうちの少なくとも１つである、Ｃ２１に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状態のうちの１つにある
かどうかを決定することは、
　　前記ＰＣｅｌｌの前記基準信号の受信に関係する前記メトリックが第１のしきい値よ
りも小さいか、前記ＰＣｅｌｌの前記ＳＮＲが第２のしきい値よりも小さいか、第１の測
定イベントに入るための条件の満足が生じるか、または前記ＰＣｅｌｌ上のダウンリンク
（ＤＬ）チャネルの復号失敗が生じるかのうちの少なくとも１つと、
　　ＳＣｅｌｌの基準信号の前記第２のサービング周波数上での受信に関係する前記メト
リックが第３のしきい値よりも小さいか、ＳＣｅｌｌの上の前記信号対雑音比（ＳＮＲ）
が第４のしきい値よりも小さいか、または第２の測定イベントに入るための条件の満足が
生じるかのうちの少なくとも１つと
　である場合、前記ＵＥが前記第２の状態にあると決定すること
をさらに備える、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記１つまたは複数のファクタに基づいて、前記ＵＥが複数の状態のうちの１つにある
かどうかを決定することは、
　前記ＵＥが前記第２の状態にあると決定されない場合、前記ＵＥが前記第１の状態にあ
ると決定すること
をさらに備える、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］
　　サービングセル内で接続モードにある間に、間欠受信（ＤＲＸ）状態に入ることと、
　　前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルにおける前記サービング
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セルに対する信号品質を示す１つまたは複数のファクタに基づいて、前記サービングセル
に近隣するまたは潜在的に近隣するセルの探索および測定をどのくらいの頻度で実行すべ
きかを決定することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２６］
　前記プロセッサが、決定されるたびに前記サービングセルに近隣するまたは潜在的に近
隣するセルの探索および測定を実行するようにさらに構成された、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］
　　第１のサービング周波数を１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）として構成するこ
とと、
　　第２のサービング周波数を２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）として構成するこ
とと、
　　１つまたは複数のサービングセル内で接続モードにある間に、間欠受信（ＤＲＸ）状
態に入ることと、
　　測定トリガリングイベントが前記ＳＣＣ上で構成されるかどうかに基づいて、前記１
つまたは複数のサービングセルに近隣するまたは潜在的に近隣するセルの前記第２のサー
ビング周波数上での探索および測定をどのくらいの頻度で実行すべきかを決定することと
　を行うように構成されたプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２８］
　前記プロセッサが、決定するたびに前記１つまたは複数のサービングセルに近隣するま
たは潜在的に近隣するセルの前記第２のサービング周波数上での探索および測定を実行す
るようにさらに構成された、Ｃ２７に記載の装置。
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